
夏野菜がおいしい時期になりました。園庭で採れたトマト・きゅうり・なす・オ

クラ・ピーマン・ゴーヤなどたくさんの夏野菜を子ども達が嬉しそうに給食室まで

持ってきてくれます。野菜は給食の時に喜んで食べています。 

 子ども達には、水やりや草抜きなどの体験から自然の生命力の大切さを知っても

らい偏食の改善につながる事も願い、感謝の気持ちをもって食事を味わってほしい

と思います。 

 

夏の食生活を見直そう 

おなかが冷えて、 

食欲がなくなって 

しまいます。 

朝ごはんは１日のエ

ネルギーのもとです。し

っかり食べましょう。 

保育園でもこまめに水分補給を

しています。牛乳には栄養がたくさ

ん含まれています。 

１日にコップ２杯 

飲むようにしましょう。 

冷房の部屋ばかりにいるとおなかが冷え

て、胃や腸の働きが悪くなります。また、

汗をかいたままで冷房の部屋にいると 

汗が冷えて風邪をひき 

やすくなります。 

食中毒をおこす細菌が元気になる

のは夏です。生ものは、できるだけ 

食べないようにし、冷蔵庫に入れて

あるからといって安心 

しないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のレシピ 
 

◆切り干し大根の煮物 

◆中華きゅうり 
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お ぐ ま の 保 育 園 

                                       

１．冷たいものの飲み過ぎや

食べ過ぎに注意しましょう。 

２．朝ごはんをしっかり食べ

ましょう。 

３．夏野菜をたっぷり食べま

しょう。 

４．のどがかわいたら麦茶・

水・牛乳を飲みましょう。 

５．冷房にも気をつけましょう。 ６．食中毒に気をつけましょう。 

太陽をいっぱいあびて育った夏の野

菜にはビタミン類がいっぱいです。暑く

なると、汗と一緒にビタミン類も流れ出

てしまうので特に色の 

濃い野菜（緑黄色野菜） 

をたくさん食べましょう。 

りして食べやすくなります。 


